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森林植物の遺伝的管理をめざして

-ホオノキ集団に⾒られる近親交配と近交弱勢の実態を探る-

近親交配が引き起こす樹⽊集団の衰退・絶滅

 森林の孤⽴化などで樹⽊集団が細分化されたり，送粉昆⾍ （花粉を運ぶ昆⾍）が減少すると，「近親交配」の度合いが⾼まり， 通常は発現しない有害遺伝⼦が発現します。有害遺伝⼦が発現すると， 形質劣化や繁殖⼒の低下，すなわち「近交弱勢」が⽣じ，集団は衰
退・ 絶滅の危機にさらされることになります。従って，森林の豊かな ⽣物多様性や遺伝⼦を保全するためには，近親交配の度合いを⾼めない 森林管理技術，すなわち「遺伝的管理」が必要となります。ここでは， ホオノキ集団に⾒られる近親交配と近交弱勢についての
研究を紹介します。

ホオノキの花

ホオノキの花は雌ずいが雄ずいよりも早く成熟しますが，個々の花は
同時期にそろって咲かないため，自家受粉が可能となります。

天然林ではどれくらい近親交配しているか︖

 ホオノキは他家及び⾃家受粉（他個体の花粉及び⾃分の 花粉による受粉）ともに可能です。⾃家花粉で種⼦をつくること，すなわち 「⾃殖」は，⼀種の近親交配とみなされるので，天然林で⾃殖がどの程度 ⽣じているのかが問題となります。北海道の集団で種⼦を採取
して酵素に よる遺伝分析を⾏ったところ，⾃然受粉種⼦に占める⾃殖種⼦の割合， すなわち「⾃殖率」は0.4〜0.5（40〜50％）と⾼いことが判明しました。

⾃殖種⼦に出現する障害（近交弱勢）

⾃殖種⼦と他殖（他家受粉）種⼦を育ててみると，⾃殖種⼦は 他殖種⼦よりも発根異常・開葉異常による死亡率が⾼く，当年⽣の⾃殖苗の ⽣存率は他殖苗の値の50％以下となりました。苗⾼や葉⾯積についても， ⾃殖苗は他殖苗より⼩さいことから，競争がきびしい天
然林では，⾃殖苗と 他殖苗の⽣存率には⼤差があると予想されます。

天然林での⾃殖種⼦の運命

 種⼦集団と成⽊集団についてそれぞれ酵素による遺伝分析を ⾏い，近親交配の程度を表す近交係数を両者で求めることができれば， これらの値と⾃殖率から近交弱勢の程度を計算することができます。 この結果，⼤部分のホオノキ⾃殖種⼦は，死亡や成⻑劣化のために
繁殖可能 な個体に成⻑できないものと推定されました（下式）。

ホオノキ集団の近交弱勢の⼤きさ

１-自殖種子の適応度／他殖種子の適応度＝0.98

適応度：１個体が次世代に残した子の数

他殖種⼦をより多く採るためには︖

 ⼈⼯林や遺伝資源保存林を作るための種⼦を天然林から 得るためには，近交弱勢を⽰す⾃殖種⼦をさけ，他殖種⼦を多く選ぶ⽅法が 必要となります。そこで袋果内の種⼦数に着⽬して他殖種⼦を選別する⽅法 を考案しました。
  ホオノキの果実は100〜150個の袋果で構成されています。袋果とは写真に ⾒るように袋状で，１個の袋果は０〜２個の種⼦を持っています。雄ずいに ⾃家花粉と他家花粉がランダムにつくと仮定したモデルを⽤いて検討した ところ，種⼦を２個持つ袋果のみから種⼦

を採ることによって他殖種⼦を より多く得られることが⽰唆されました。

ホオノキの袋果
種⼦を１個持つ袋果（Ｏ）と２個持つ袋果（Ｔ）が⾒えます。

⾃殖率を⾼める要因は︖

 北海道のホオノキの花粉は，カミキリモドキなどの甲⾍類に よって運ばれます。⼀般に甲⾍類はマルハナバチやミツバチに⽐べて花間の 移動頻度が低く，移動距離も短いため開花⽊の本数が減ると開花⽊間を移動 する甲⾍数も減少し，⾃殖率が⾼くなると予想されま
す。
 ⾃殖種⼦には，強い近交弱勢が現れることから，集団の⾃殖率が100％に 近づくと短期間で個体数が減少し，絶滅の危機にさらされることになります。 開花⽊の本数と⾃殖率との関係，森林の孤⽴化・断⽚化が送粉昆⾍の動態に 及ぼす影響などを解明することが残され
た課題です。

ホオノキの花に⾶来した甲⾍
訪花した甲⾍は花粉を⾷べます。
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